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   第 ４ 回   熊本県議会厚生常任委員会会議記録 

 

平成22年９月９日(木曜日) 

            午前10時42分開議 

            午前10時51分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 平成22年度熊本県一般会計補

正予算(第６号) 

 議案第２号 平成22年度熊本県のチッソ株

式会社に対する貸付けに係る県債償還

等特別会計補正予算(第１号) 

 報告第１号 専決処分の報告について 

――――――――――――――― 

出席委員（８人） 

                委 員 長  溝 口 幸 治 

        副委員長  内 野 幸 喜 

                委  員  鬼 海 洋 一 

        委  員 岩 中 伸 司 

委  員  堤   泰 宏 

委  員 藤 川 隆 夫 

委  員 松 田 三 郎 

委  員 山 口 ゆたか 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 
――――――――――――――― 

 環境生活部                          

         部 長 駒 崎 照 雄 

         次 長  谷 﨑 淳 一 

         次 長  内 田 安 弘 

         次 長  山 本   理 

  首席環境生活審議員兼 

      環境政策課長 野 田 正 広 

      環境保全課長 松 島   章 

       水環境課長 田 代 裕 信 

     廃棄物対策課長 加 久 伸 治 

     水俣病保健課長 田 中 義 人 

    環境生活審議員兼 

水俣病審査課課長補佐 谷 川 良 徳 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 鹿 田 俊 夫 

     政務調査課課長補佐  森 田   学 

――――――――――――――― 

  午前10時42分開議 

○溝口幸治委員長 それでは、ただいまか

ら、第４回厚生常任委員会を開会いたしま

す。 

 本日本委員会に付託された議案を議題と

し、これについて審査を行います。 

 なお、さきに開催されました水俣病対策特

別委員会において審議の結果、水俣病被害者

救済特別措置法等に基づく救済対象者への一

時金支払い支援措置等については、全会一致

で承認された旨の報告を受けております。 

それでは、議案について執行部の説明を求

めた後に、質疑を受けたいと思います。 

 なお、審議を効率よく進めるために、執行

部の説明は簡潔にお願いします。 

 また、本日の説明等を行われる際、執行部

の皆さんは着席のままで行ってください。 

 それでは、駒崎環境生活部長から総括説明

を行い、続いて担当課長から順に説明をお願

いいたします。 

 

○駒崎環境生活部長 環境生活部関係の議案

の概要につきまして、御説明を申し上げま

す。 

  今回提出しております議案等は、予算関係

２議案、報告１件でございます。 

  第１号議案の平成22年度熊本県一般会計補

正予算は、総額381億7,900万円余の増額補正

をお願いいたしております。 
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 また、第２号議案の平成22年度熊本県のチ

ッソ株式会社に対する貸付けに係る県債償還

等特別会計補正予算は、総額449億600万円余

の増額補正をお願いいたしております。 

  その内容は、水俣病被害者の救済及び水俣

病問題の解決に関する特別措置法等に基づく

一時金の支払いを円滑に実施し、被害者の早

期救済を図るため、チッソ株式会社に、その

資金を貸し付けるための経費でございます。 

  これによりまして、環境生活部の補正後の

予算総額は、一般会計と特別会計を合わせま

して、1,085億1,500万円余となります。 

 次に、報告第１号の専決処分の報告につい

ては、職員の公用車による公務出張中の交通

事故に関し、車両所有者と県との間で和解す

ることについて、地方自治法第180条第１項

の規定により、専決処分した事件を御報告す

るものです。 

 以上が今回提出しております議案等の概要

でございますが、詳細につきましては、関係

課長が御説明いたしますので、よろしく御審

議のほどお願い申し上げます。 

 

○野田環境政策課長 委員会資料の２ページ

をお願いいたします。９月補正予算の説明で

ございます。 

２ページの方が一般会計でございます。今

回補正をお願いしておりますのが、381億7,0

00万円余となっております。内訳につきまし

ては、財源内訳のところで御説明いたしま

す。国の支出金が381億2,000万円ほどになっ

ております。これが国の負担分の85％に係る

増額分、県が27億円組んでおりましたので、

今度増額いたします分の国の85％の負担分で

ございます。これを繰出金として、一般会計

で受け入れ、特別会計に繰り出すものでござ

います。 

 なお、一般財源の残り5,400万円余ござい

ますが、これが今年度起債を起こして借り入

れます分の利子でございます。この分を同じ

く一般会計で繰り入れて、特別会計に繰り出

すものでございます。なお、この利子につき

ましては、100％の交付税措置がされること

になっております。合計で381億7,000万円余

の増額補正となっております。 

 続きまして、３ページの方をお願いいたし

ます。３ページが特別会計でございます。 

 まず、上段でございます。上段につきまし

てが、一時金の支払い関係の出資金というこ

とでございます。今回、補正額が448億5,000

万円余となりまして、当初予算の27億円と合

わせまして475億5,190万円の総額となってお

ります。この分が財団へ出資し、財団からチ

ッソへ貸し付けるという形になるものでござ

います。財源の内訳につきましては、85％

が、その他と書いてございますが、この分が

一般会計からの繰入金で、国の負担分でござ

います。地方債67億円余を起こして、この分

が15％になりまして、この分の元利償還につ

きましては、交付税措置を100％していただ

くという形になっているところでございま

す。 

 下段でございます。下段が利子でございま

す。今年度借り入れます分に係ります今年度

の利子分でございます。その分を5,400万円

余増額するものでございます。 

 合わせまして、特別会計の補正額が449億

円余の増額という形になっているところでご

ざいます。 

 ９月中にチッソの貸し付けを完了したいと

いうことで、県債の借り入れ手続等を考慮し

ますと、定例会ではちょっと間に合わないと

いうことで、今回臨時議会で急遽お願いする

という形になったところでございますので、

どうか委員の皆様方には、水俣病被害者の早

期救済という観点から御理解を賜りますよう

お願いを申し上げたいと思います。よろしく

御審議のほどお願いします。 

 

○加久廃棄物対策課長 廃棄物対策課でござ
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います。説明資料の４ページをお願いいたし

ます。 

 報告第１号、専決処分の報告についてでご

ざいますが、地方自治法第180条第１項の規

定により専決処分した事件について御報告い

たします。詳細は、資料５ページの事故の概

要で御説明申し上げます。 

本事件は、平成22年３月16日、植木町で発

生いたしました県公用車と普通自動車による

交通事故に関し、損害賠償額を13万8,150円

と決定し、和解することとしたものです。 

なお、この事故では双方にけがはなく、物

損のみの事故でございましたが、今後交通事

故の再発防止に向けまして、職員の研修など

を徹底してまいりたいと考えております。以

上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 

○溝口幸治委員長 以上で執行部の説明が終

了いたしましたので、議案等についての質疑

を受けたいと思います。 

なお、今回の委員会は、本会議を休憩して

の委員会でありますので、質疑は付託議案及

び報告案件に関するもののみに限らせていた

だきます。それでは、質疑がある方は、挙手

をお願いいたします。 

 

○藤川隆夫委員 今回の補正予算は、被害者

の早期救済という点が一番のところだろうと

いうふうに思います。チッソへ貸し付けるわ

けなんですけれど、県債を今度発行いたしま

すけど、それに関して利子分も含めて、知事

のきょうの最初の表明にもありましたよう

に、全部国の方が見てくれるというふうに聞

いておりますけど、また先ほどの説明でもそ

のようにあったんで、そのように理解したい

と思いますけど、今回積んである金額を見ま

すと、一時金に関しては、約２万人弱ぐらい

の予算が組んであるのかなというふうに思い

ますけど、これがもっと増えた場合に関して

も、同様な措置がとられるのかどうか、その

部分の財政的な面に関しては国が全部見ると

いうふうに考えていいのかどうか、その部分

をちょっと教えていただければと思います。 

 

○野田環境政策課長 環境大臣が記者会見さ

れておりまして、その部分について、環境大

臣のお言葉であれしますと、人数は今までの

申請者の人数あるいは和解に向け協議中の原

告の数を考えると、環境省としては十分な額

ではないかと考えていると。万が一のことが

起これば、それにはきちんと対応するという

意識を持って取り組みたいということで、万

が一不足するということになれば、しっかり

対応するということで、言っておられますの

で、そこら辺は十分あれされていただけると

いうふうに考えておりますけれども。 

 

○藤川隆夫委員 はい、わかりました。一刻

も早く被害者の救済に向けて動き出すことが

やっぱり一番肝要だというふうに思っており

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

(｢なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第１号及び第２号について、一括して採

決したいと思いますが、御異議ありません

か。 

(｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外１件について、原案のとおり

可決することに、御異議ありませんか。 

(｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外１件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 
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 以上で本日の議案の審議は終了いたしま

す。 

最後に、お手元に陳情書等が提出されてお

りますので、参考までに配付をしておりま

す。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。お疲れさまでした。 

  午前10時51分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  厚生常任委員会委員長 
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